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I課題設定

①大学院授業・基礎インターンシップにおける

実践と省察

筆者の理想、の授業は，子どもの考えを最大限

に引き出す授業である。なぜ¥授業において児

童の考えを引き出す必要があるのか，それは大

学院の教職協働力実践演習や基礎インターンシ

ツプの自身の授業実践を振り返る中で必要性が

見えてきたからである。基礎インターンシップ

では第 5学年算数(がい数)の授業実践におい

て，子どもがつぶやいていた場面があった。「ど

うしてJIなぜだろう」などといったつぶやきは

自己表出であり，それを教師が拾って他の児童

にも広げていくことができればクラス全体で課

題を解決することができると考える。一人の考

えを広げていくために授業のフアシリテーター

としての役割から考えていきたいと思い，本研

究課題「子どもの考えを最大限に引き出す授業

を目指してーファシリテーターの役割-Jを設定

した。

②基礎インターンシップにおける実践と省察

(1)児童のつぶやきが拾えなかった。

授業後に撮影した映像を見ると，つぶやきに

反応できていなかったり，映像を見て初めて気

付いたりと，自分が想定していたよりも児童の

つぶやきの方が多いことが分かった O 振り返っ

てみると，そのつぶやきの中には児童の疑問や
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考えが含まれていた部分があり，筆者としては

授業内で児童のつぶやきを大切にしていきたい

と思った O 児童のつぶやきを大切にしたい理由

は，児童のつぶやきの中には教師の発問に対し

ての児童たちの素直な気持ちゃ，自分で考えた

疑問や不思議が詰まっていると感じたからであ

る。

( 2 )発表したいという児童が少なかった。

本授業では，発表したいという児童が少なか

った。児童が発表したいと思えるようにするた

めに， クやループで話し合いの場面を設けること

が有効ではないかと考える。クやループで話し合

うことで自分の考えを聞いてもらうことができ

る。自分の考えていることを友達に共有するこ

とで，自分の意見を知ってもらったり，自分の

意見と同じ意見の友達がいることを発見したり

することにもつながると考える O ファシリテー

ターとしてクラス全体に児童のつぶやきを広げ，

問い返すことで，答えた児童だけではなく他の

児童も考える機会を作ることができると考える。

③総合インターンシップに向けた課題設定

( 1 )ファシリテーターとして児童のつぶやき

を認め，拾い，そして，繋げ広めていく。

まずは「つぶやきを聞くことJを徹底してい

きたい。 そのためには，教材研究と児童の発言

を前もって予想しておく必要があると考える。

つぶやきを拾うかの判断をしやすくなることに
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もつながり児童のつぶやきを拾いやすくなると

考える rつぶやき」の内容も大切だが， rつ
ぶやき」そのものを認めることも大切だと考え

る。

( 2 )発表したくなる，つぶやきたくなるよう

な環境を設定する。

つぶやきたくなるような環境を考えていく必

要がある O そのような環境がどのようなものな

のかを明らかにしていきたい。また，自分自身

の主体的な問題意識から思わず発する言葉が

「つぶやき」だと考える。最初のつぶやきは誰

かに伝えるものではなく自己表出であると考え

る。

E 総合インターンシップ(前半)における実践

と省察

( 1 )実験の方法

総合インターシップ(前半)では，鳴門市の

小学校で算数科「比例J(1/2時)を実践した。

伴って変わる 2つの数量を見いだし，変わり方

を調べて，比例する関係を捉えることであった。

導入ではデジタル教科書でレンガと植木ばちの

変化を提示することで，個数と高さの関係から

個数に伴って変わる数量に着目できるよう工夫

した。表を使ってレンガと植木ばちのそれぞれ

の関係を整理することで，比例の場面と比例で

ない場面に気付けるように促した。

( 2)実践の結果

導入で電子黒板を使うことで，児童が問題

の意味を理解し学習の見通し持つことがで

室主L

導入で電子黒板を使いレンガの数と全体の高

さの変化，植木ばちの数と全体の高さの変化を

映し出すことで伴って変わる数量の変化に児童

も気付くことができていた。比例という言葉を

児童はこの授業で初めて学習したわけだが， 2 

つの数量が伴って変化していくことが比例とい

う理解が大半の児童が理解できていた。

( 3 )成果と課題

く成果〉

0児童のつぶやきを拾い広げる場面が増えた。

児童の発言やつぶやきを拾いそれを全体へ広

げていくことは少しずつ改善できてきた。例え

ば，児童日がレンガの問題で全体の高さを答え

た場面(資料6，番号 121)があり，その後，全

体へ答えの確認を行った際(資料6，番号 125)， 

全体が理解していないと判断したので(資料6，

番号 130~13 1) ，答えに至った考えを黒板でクラ

ス全体の前で発表する形をとった(資料6，番

号 132)。その後，クラスの児童からは「同じ感

じで解きました。」という発言(資料6，番号 143)

が出てきた。

く課題>

・キーワード(重要なポイント)を教師から発

言してしまった。

今回の授業の中で一番のポイントは，伴って

変わる 2つの数量を見いだし，その変わり方を

調べて，比例する関係を捉えることであった。

子どもたちから今回の比例のキーワードである

I 2倍 3倍」という言葉が出てきたのではな

いかと感じている。表などを使う場面もあった

ので事前に表のフォーマットを児童に送ってお

くことで児童がタブレット内の MetaMoji を使

いながら考えの共有ができたのではないかと感

じる。

.ファシリテーターとして児章の解答を拾い全

体に問い返すことができなかった。

授業をファシリテートする上で誤答を拾うこ

とは大切である。誤答をクラス全体で考えるこ

とで児童たちが比例について深く考えるきっか
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けとなり，思考力の向上にもつながると考える

からである。

.発表したくなる，つぶやきたくなるような環

境を充分に設けることができなかった。

机間指導しながら良い考えの児童を見つける

ことはできても頭の中でどの児童を当て，児童

と児童の意見を繋げていくのかということがで

きなかった。比例の関係に気づくことができて

いる児童に対して自信を持たせる声かけや環境

づくりが不足していた。

国総合インターンシップ(後半)における実

践と省察

( 1 )実践の方法

総合インターシップ(後半)では，鳴門市の

小学校で算数科「面積J(12/13時)を実践した。

本時の目標は，三角形の求積公式の高さや底辺

を変えたときの面積との関係を調べ，比例する

関係を捉えることであった。授業では導入でデ

ジタノレ教科書を使用し，三角形の求積公式の高

さを変えたときの面積との関係を視覚的に見る

ことで問題把握へと繋げた。そして，学習活動

では MetaMojiを使用し，変化を提示すること

で，比例に着目できるよう工夫した。

( 2 )実践の結果

導入の場面では面積と比例の学習に入る前に

既習事項の確認のため直角三角形の面積を求め

た。導入で三角形の面積の求め方を復習してお

くことで本時の学習に全員が取り組める状況を

設けることができたと思う oMetaMojiを使いな

がら高さが 1cmずつ増えていく三角形の面積

と高さの関係を考えることができていた。(資料

10，番号 13-39)児童が問題を解いていく前に

デジタノレ教科書で、三角形の高さが 1cmずつ増

えていくとは，どのようなことなのか示すこと

で問題把握へとつなげることができたと考える。

( 3 )成果と課題

く成果〉

O問い返しについて

面積と高さの関係を表に表し，気づいたこと

を発表する場面で，クラス全体にも児童 Hの考

えを理解できたか問うたところ，一番最初に，

児童 Hが「高さx3 Jと発表したときより領い

ている児童が増えた。他にも面積が 3の段にな

っているという考えの児童が出た際，同じ考え

の児童は挙手するように促したことで，児童が

自身の考えを見直すことや違いを見つけるきっ

かけとなり，最後まで問題に集中する場づくり

ができたと思う。

Oファシリテーターとしての役割

ファシリテーターとしての役割から，授業に

おいて教師が正解を言ってしまうことは非常に

もったいないと考えている。それは，子どもた

ちが考えることを停止してしまったり，児童が

自分は考えなくてもよいという思考になってし

まったりしてもおかしくないからである。

0発表したくなる，つぶやきたくなるような環

墳を作ることができた。

タブレットを使い子どもたちの考えを共有し，

自分の考えを友達に共有する時間を設けること，

また，タブレットを使って説明できることを通

して子どもたちは面積と高さがどのように変化

していっているのか話す場面が多く見受けられ

7こO

く課題〉

・キーワードについて

本時の目標の面積と高さが比例の関係、になっ

ているというキーワードへ，つなげることがで

きなかった。授業を振り返ってみると筆者は13 

の段になっている」という発言(資料 13，番号



－ 364 －

108)の児童を拾い，また 3ずつ増えていると気

づいていた児童がクラスの半分以上いた(挙手

1 1人)ため，比例の話に持って行けたのかも

しれない。また比例ってどういうことだっ

た?Jというような比例の意味を児童に聞く場

面があってもよかったと感じた。比例について

考える場面が少なかったことも課題である O 時

間配分も考慮しながら，授業で何が一番大事な

のかを念頭に置きつつ授業を進めていく必要が

あると感じた。

・問い返し

子どもの発言を引き出すために，授業の鍵(キ

ーワード)となりそうな言葉などをファシリテ

ーターとして拾い上げていく方法を考える必要

があると感じた。できれば児童自身で発表して

くれるのが理想ではあるが，発表できる児童ば

かりではない。そこで，良い気付きをしている

児童には自分の考えに自信を持たせるために，

机間指導で花丸をつける，ペアで共有する時間

を設けるし、いこと気づけているね!Jなどの

声かけも必要になってくると感じる。

N 今後の展望

ファシリテーターの役割で重要だと考える

ことを 2点述べる 1つ目は教師として児童と

児童をつなぐこと 2つ自は児童に対して問い

かけることが授業において重要だと考える。

(1 )つなぎ

発表者と聞いている児童をつなぐこと，そし

て机間指導をしながら児童の書いていることを

把握し，自分のなかで児童と児童をつなぐ想定

をすることが重要である o 1つなぐ」という一つ

の言葉でもさまざまな「つなぐ」があると考え

る。それを授業でファシリテートしクラス全体

で問題に対して解決していくということができ

れば，筆者の目指す授業である子どもの考えを

最大限に引き出す授業に近づいていくのではな

いだろうか。

(2)問いかけ

児童の分からないことや疑問をつなぐ「なん

だろう」や「分からなしリと発言する児童を見

つける意識を持って，児童一人一人の様子を見

ることが重要だと考えるなんだろうJや「分

からなしリと発言する児童やつぶやいた児童を

見つけた際には， 100さんはどういうところ

で悩んでいる?(困っている?)J と問い返し，そ

の児童から発言やつぶやきを引き出しクラス全

体で共有することで，他の児童につなぐことが

必要である O 児童自身が友達の発言と自分の考

えを比較し，ある時は共感的に，ある時は違う

観点から Iつの考えを広げたり深めたりするこ

とができるようになってきている。このような

環境のなかであれば，児童が学習を積み重ねて

いくことにより発表をしたい，つぶやきたいと

思うことができるようになると考える。

大学院在学中にこれからの自身の課題が明確

化されたことが成長だと感じている。この課題

は大学院に在学して多くの実習を積み 1つ 1つ

の授業に時間をかけて取り組み，そして，その

実践した授業を振り返り，改善して実践すると

いうサイクルがあったからこそ生まれた課題で

あると考える。今後，授業研究の時間が取れな

いことや授業の振り返りができない場合が出て

くるかもしれない。 しかし，大学院在学中に自

身の授業の分析の仕方を確立できたことは自身

の強みでもあり，来年度からの教員生活の中で

も必ず力になることだと思っている。今後も自

身の授業を振り返りながら，学び続ける姿勢を

忘れず，教師として日々取り組んでし、く O




